

































































































































































































































































































































































































































Kimberly Kono“From the Nikutai to the Kokutai：Nationalizing the Maternal Body in Ushijima 
Haruko’s ‘Woman’”, U.S.-Japan Women’s Journal No.45, 2013 Page70、また、西原和海「『芸文』
第四巻解説」、『芸文（芸文社版）1巻5号』ゆまに書房（復刻版）、2007年7月多田茂治『満洲・重い鎖
――牛島春子の昭和史』弦書房2009.7122頁、劉春英「牛島春子と『満洲』」、『外国問題研究』2009年第
1期でも、言及されている。
⑲前掲、桜本富雄『戦争はラジオにのって』マルジュ社、1985年12月8日　19頁
⑳批判的に読む例は、例えば：劉春英「牛島春子と『満洲』」、『外国問題研究』2009年第1期中国語原文：《女人》
是牛　春子描述被　争　霾熏染心　的一篇杰作，反映了寄居　国的日本女人的　貌，小　鼓吹男性在　　
上　斗，女人要　民族的　展多多生儿育女，　国上下共同生活。此前的1940年，日本政府　令，　　全日
本的女性多生儿育女，　日益陷入泥　的　争服　，足　牛　春子受　国主　影响至深。（日本語翻訳：戦争
の泥沼に陥った日本政府によって、女性の戦争協力が動員されていたので、牛島春子は深く軍国主義の影
響を受けていたことが見られる。）
㉑田中益三『長く黄色い道――満洲・女性・戦後』せらび書房、2006.6　88頁
㉒「妊産婦の手帳制」、『週報』三〇二号　1942年７月　21頁
＊討論要旨
武田悠希氏は発表者が提示する、1. 大東亜戦争を契機とするナショナリズムの高揚が、国民の資格を取り
戻すために一番便利なシステムであった、2.「男が戦場で戦うこと、女が子供を産むこと」と叫んだことが
それまでの作者の理想に反する自己否定につながった、という二点が作品の中では具体的にどう書かれてい
るのか意見を求めた。発表者は、作中の主人公である和江は俊介叔父から深く影響を受け、男女の性差がな
いように育てられてきた人物であったが子供を産む覚悟が無かったため、大東亜戦争を契機に当時の日本で
主流言説になった「男が戦場で戦うこと、女が子供を産むこと」に巻き込まれ、そう叫ぶようになった。す
なわち大東亜戦争によりジェンダーが再配置され、日本人女性はそのシステムの中で自己の立場を確認する
ようになった。しかしそれは、作者の元々の理想に反する道と捉えられてゆくと回答した。
武田悠希氏は、作品の結末部が作者の自己否定に繋がるとはどのような意味なのか、更に発表者の見解を求
めた。それに対して発表者は、作者は左翼運動に参加し、共産主義運動の理想を持つ女性作家であるが、大東
亜戦争勃発以降は国家及び親に対する罪悪感が重なり、理想を実現できず苦痛を持って叫んだと回答した。
